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批

評
・
紹

介

谷

光
隆
著

明
代
河
工
史
研
究

森

田

明

す
で
に
『
明
代
馬
政
の
研
究
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
谷
光
隆
氏
の
、
水

利
史
に
関
す
る
新
し
い
労
作
が
本
書
で
あ
る
。
著
者
の
水
利
史
へ
の
研
究
の
契

機
は
、

一
九
七
二
年
四
月
か
ら
五
年
開
、
京
都
大
祭
人
文
科
摩
研
究
所
に
お
け

る
『
天
下
郡
図
利
病
書
』
の
共
同
研
究
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
「
水
」

に
関
心
を
持
ち
、
「
水
」
に
開
眼
」
(
「
緒
言
」
一
頁
)
さ
れ
た
と
い
う
。
同
時

に
著
者
は
「
も
と
も
と
:
:
:
中
園
の
歴
代
王
朝
の
興
亡
に
も
関
わ
り
の
あ
る
大

運
河
と
い
う
も
の
に
特
別
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
で
、

こ
れ
も
「
水
」

に
縁

の
あ
る
事
と
し
て
何
か
大
運
河
に
関
係
す
る
問
題
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
と
考

え
た
」
(
同
)
結
果
、
明
代
漕
運
史
上
の
中
植
地
黙
と
も
い
う
べ
き
、
准
安
近

傍
の
「
糞
准
交
臨
」
の
治
水
に
つ
い
て
関
係
史
料
を
検
討
す
る
こ
と
に
着
手
さ

れ
た
。
そ
こ
か
ら
そ
れ
に
関
連
し
て
更
に
徐
州
附
近
の
「
休
翻
交
流
」

・
「
資
運

交
曾
」
も
亦
、
一
つ
の
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
究
明
さ
れ
、
そ
の
う
え
に
、

こ
れ
ら
徐
州
、
准
安
聞
の
中
河
(
河
漕
)
は
、
氾
濫
と
澗
渇
を
く
り
か
え
す
大

運
河
中
の
最
も
険
灘
の
場
所
で
あ
っ
た
と
し
て
、
結
局
、
准
安
近
傍
な
ら
び
に

徐
州
附
近
と
、
爾
地
を
結
ぶ
中
河
沿
線
の
河
工
を
中
心
課
題
と
し
、
そ
の
成
果

の一

九
七
七
年
か
ら
一
九
八
八
年
に
至
る
筒
に
、
綴
々
と
各
種
の
雑
誌
、
論
集

に
設
表
さ
れ
た
も
の
に
補
正
を
加
え
、
一

書
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

地
域
的
に
は
江
蘇
省
を
主
と
し
、
時
代
的
に
は
明
代
後
期
を
中
心
に
論
旨
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
賛
否
は
と
も
あ
れ
ウ
イ
ッ
ト
フ
ォ

l
ゲ
ル
の
「
水
の
理
論
」
を

は
じ
め
と
し
て
、
水
と
中
園
祉
舎
の
関
係
は
、
中
園
を
理
解
す
る
重
要
な
関
鍵

の一

つ
で
あ
る
こ
と
は
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
中
園
水

利
史
研
究
は
古
く
て
新
し
い
課
題
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
て
は
戦
後
、
岡
崎
文

夫
、
池
田
静
夫
雨
氏
に
よ
っ
て
口
火
を
切
ら
れ
た
、
水
利
史
研
究
の
皐
統
を
縫

承
さ
れ
た
佐
藤
武
敏
氏
に
よ
っ
て
、
一

九
六
五
年
「
中
園
水
利
史
研
究
舎
」
が

創
設
さ
れ
て
以
来
、
機
関
誌
『
中
園
水
利
史
研
究
』
(
現
在
第
二
十
一
一
読
ま
で

既
刊
)
、

『中
園
水
利
史
論
集
』
、

『
中
園
水
利
史
論
叢
』
等
を
遜
じ
て
、
従
来

は
水
利
地
理
史
や
水
利
政
策
史
を
主
軸
と
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
庚
く
祉

曾
経
済
史
の
観
黙
か
ら
研
究
が
推
進
さ
れ
て
き
た
。
本
書
の
著
者
も
そ
の
活
動

の
中
心
的
メ
ン
バ

ー
の
一

人
で
あ
る
こ
と
は
言
う
迄
も
な
い
。

他
方
、
中
園
に
お
い
て
も
一
九
八
二
年
四
月
に
、
「
中
園
水
利
息
ナ
曾
水
利
史

研
究
釘
〕
が
設
立
さ
れ
、
南
者
を
通
じ
て
日
中
の
水
利
史
研
究
の
聞
学
術
交
流
が

積
極
的
に
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
た
だ
中
園
の
水
利
史
研
究
の
重
黙
は
、
日
本

の
そ
れ
と
若
干
異
っ
て
い
る
。
中
園
の
場
合
は
現
代
的
要
請
と
同
時
に
、
中
園

の
水
利
史
研
究
の
俸
統
を
反
映
し
て
、
科
皐
技
術
的
分
野
と
歴
史
地
理
的
分
野

が
中
心
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
具
鐙
的
か
つ
典
型
的
な

一
例
が
黄
河
水
利
(
治

水
)
問
題
で
あ
る
。

『史
記』、

『
漢
書
』
を
は
じ
め
、
と
り
わ
け
『
宋
史
』
以

降
の
河
渠
志
に
は
、
歴
代
王
朝
の
重
要
課
題
と
し
て
治
河
の
方
策
が
豊
富
に
記

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
寅
務
纏
嘗
者
に
よ
る
治
責
針
策
上
の
手
引

き
と
し
て
、
多
く
の
黄
河
水
利
史
籍
が
残
さ
れ
て
い
る
。
新
中
園
の
成
立
後
に

-100ー
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お
い
て
は
劃
期
的
な
園
家
建
設
の
一
環
と
し
て
、
精
力
的
な
黄
河
治
水
事
業
の

振
興
と
と
も
に
、
水
利
部
や
中
園
水
利
皐
曾
黄
河
水
利
委
員
曾
等
を
中
心
と
す

る
水
利
史
研
究
が
、
水
利
行
政
、
政
策
的
課
題
と
密
接
に
関
連
し
て
進
め
ら
れ

て
き
た
。
容
仲
勉
『
黄
河
出
現
遷
史
』
、
申
丙
『
黄
河
逼
考
』
、
水
利
部
責
河
委
員

禽
『
黄
河
水
利
史
述
要
』
、
張
含
英
『
歴
代
治
河
方
略
探
討
』
等
の
通
史
的
著

作
は
そ
の
成
果
で
あ
る
。

以
上
、
日
中
爾
園
の
水
利
史
研
究
の
特
色
と
重
黙
を
管
見
し
た
上
で
、
嘗
面

爾
者
の
皐
術
交
流
を
通
じ
て
、
よ
り
生
産
的
、
数
果
的
な
研
究
成
果
を
翠
げ
る

に
は
い
か
な
る
課
題
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
射
し
て
は
藤
田
勝

久
氏
が
、
通
史
的
な
理
解
が
不
可
飲
な
付
黄
河
水
利
問
題
、
同
漕
運
問
題
、
断

代
史
的
理
解
が
有
数
な
臼
地
域
レ
ベ
ル
の
水
利
問
題
の
三
つ
を
指
摘
し
て
い

お

γな
か
で
も
特
に
付
の
黄
河
水
利
に
つ
い
て
は
、
中
園
の
さ
き
の
如
き
通
史

的
成
果
は
、
今
後
各
時
代
的
な
政
治
、
社
曾
経
済
的
な
基
礎
事
寅
と
の
関
連
か

深
め
ら
れ
、
水
利
を
通
じ
て
の
歴
史
的
特
質
の
解
明
と
い
う
組
合
化
が
目
ざ
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
、
我
が
園
に
お
け
る
黄
河
水
利
を
め
ぐ
る

祉
曾
経
済
史
的
観
熱
か
ら
の
研
究
成
果
は
、
線
合
化
の
た
め
に
有
数
な
役
割
を

果
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

一
一
暦
の
日
中
交
流
を
不
可
歓
と
す
る
所
以
で
あ
る
。

こ
う
し
た
意
味
で
「
中
園
水
利
史
研
究
曾
」
で
は
、
一
九
八
五
年
度
の
大
舎

に
お
い
て
「
黄
河
水
利
史
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
計
査
し
、
一
定
の
成
果
を
翠
げ

る
こ
と
が
で
き
前
戸
改
め
て
そ
の
意
園
を
明
ら
か
に
す
れ
ば
次
の
遁
り
で
あ

る
。
即
ち
中
園
で
の
黄
河
問
題
は
、
す
ぐ
れ
て
現
代
的
課
題
で
あ
っ
た
か
ら
、

古
今
の
歴
史
的
経
験
の
中
か
ら
、
黄
河
水
利
を
め
ぐ
る
自
然
保
件
の
法
則
的
把

揮
を
通
じ
、
治
水
理
論
と
治
水
の
土
木
工
畢
的
技
術
を
探
求
し
、
治
水
工
作
に

役
立
て
よ
う
と
し
た
た
め
、

E
観
的
通
史
的
叙
述
に
主
眼
が
お
か
れ
て
き
た
。

我
々
は
そ
れ
ら
に
多
く
を
拳
び
な
が
ら
、
こ
れ
に
黄
河
水
利
の
祉
舎
経
済
的
規

角
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
責
河
の
自
然
空
間
の
生
態
的
秩
序
と
、
そ
れ
と

閥
る
人
文
空
聞
の
祉
曾
経
滑
明
秩
序
と
の
総
合
的
な
、
黄
河
水
利
の
歴
史
的
解

明
を
目
ざ
し
た
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
な
日
中
の
水
利
史
研
究
の
成
果
と
今
後
の
課
題
か
ら
考
え
、
本

書
の
刊
行
は
ま
さ
に
そ
の
接
黙
に
位
置
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
愛
展
に
寄
輿
す

る
と
こ
ろ
極
め
て
大
な
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
明
代
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
業

績
が
、
各
時
代
に
わ
た
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
壮
大
な
河
川
文
明

史
と
し
て
の
黄
河
水
利
史
研
究
が
完
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
ま
た
本

書
は
、
日
本
の
水
利
史
研
究
に
特
に
「
河
工
史
」
と
い
う
新
領
域
を
開
拓
、
提

起
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
園
に
お
い
て
も
最
も
関
心
の
高
い
黄
河
治
水
の
理
論

と
技
術
に
射
し
、
明
代
の
歴
史
的
経
験
を
寅
設
的
に
詳
細
に
解
明
し
た
有
盆
な

研
究
と
し
て
、
大
い
に
歓
迎
さ
れ
高
く
許
債
さ
れ
る
こ
と
は
疑
い
な
か
ろ
う
。

-101ー

本
書
の
全
健
の
構
成
を
、
篇
・
章
別
に
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

緒
言

序
論

第
一
篇
責
運
交
曾
と
明
代
の
河
工

第
一
章
明
代
徐
州
地
方
に
お
け
る
黄
河
の
氾
濫

第
二
章
徐
州
洪
と
目
梁
洪

第
三
章
嘉
靖
・
高
暦
の
交
に
お
け
る
徐
滋
の
河
工

第
四
章
茶
城
附
近
の
河
防
問
題

第
二
篇
明
代
に
お
け
る
大
運
河
の
開
盤

第
一
一
章
夏
銀
河
お
よ
び
李
家
口
河
の
開
撃

第
二
一
軍
湖
河
の
閉
塞
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第
三
議
遁
済
新
河
お
よ
び
順
済
河
の
開
盤

第
三
篇
爽
准
交
匿
と
明
代
の
河
工

第
一

章

清
江
浦
の
閉
塞
と
船
廠

・
関
権
の
設
置

第
二
一章
黄
准
交
監
と
溶
季
馴
の
河
工

第
三
章

責
准
交
隆
と
楊
一
魁
の
河
工

第
四
章
工
部
向
霊
園
湯
一
魁
停
誇
註

結
論

附
篇
新
輔
治
河
始
末

後
序

以
上
の
内
容
構
成
は
、
明
代
後
期
を
中
心
に
、
治
河
H
河
工
事
業
の
主
要
地

域
(
徐
州
及
び
「
河
湾
」
部
分
、
南
陽
新
河
、
訓
河
、
清
口
地
匡
及
び
高
家
堰

等
)
ご
と
に
各
篇
を
設
け
、
さ
ら
に
各
地
域
の
主
要
水
利
施
設
及
び
そ
の
歴
史

的
沿
革
ご
と
に
、
品
早
・
節
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
み
ら
れ
る
。

以
下、

篇

・
章
ご
と
に
そ
の
論
旨
を
要
約
、
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
先

ず
序
論
で
は
大
運
河
、
古
典
河
、
准
河
の
三
水
系
に
つ
い
て
概
観
し
、
明
代
中
期

以
降
資
准
の
河
床
が
運
河
の
そ
れ
よ
り
も
高
く
な
り
、
夏
秩
の
増
水
期
に
二
水

が
運
河
に
倒
泌
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
防
止
針
策
が
緊
要
課
題

と
な
り
、
疏
-
淡
・
築

・
塞
の
停
統
的
な
治
河
の
技
法
が
用
い
ら
れ
た
と
い

う
。
同
時
に
准
河
の
水
位
を
適
切
に
調
節
す
る
こ
と
が
不
可
欽
で
あ
っ
た
の

で
、
そ
の
中
流
域
の
洪
淳
湖
の
役
割
が
治
水
上
の
ポ
イ
ン
ト
を
な
し
て
い
た
と

す
る
。
第
一
篇
は
四
一章
に
分
れ
、
明
代
河
患
の
特
徴
、
黄
河
と
大
運
河
の
合
流

黙
で
あ
る
茶
城
及
び
徐
州
洪
、
呂
梁
洪
の
難
所
の
治
理
に
つ
い
て
論
述
し
て
い

る
。
明
代
治
河
の
背
景
を
特
に
大
運
河
に
射
す
る
黄
河
の
制
約
と
し
て
重
黙
的

に
究
明
し
た
も
の
で
、
地
域
的
に
は
徐
州
地
方
を
中
心
と
し
た
部
分
で
あ
る
。

第
一
章
は
徐
州
地
方
に
お
け
る
河
道
の
慶
遷
を
通
じ
て
黄
河
の
氾
濫
獄
況
を
考

祭
し
、
夏
銀
河
な
ら
び
に
伽
河
開
撃
の
原
因
を
、

H
弘
治
以
前
、
同
正
徳
・
嘉

消
期
、
臼
隆
俊
・
禽
暦
期
の
三
期
に
分
け
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
黄
河
の

愛
濯
を
大
観
す
る
と
、
明
-
初
徐
州
の
小
浮
橋
に
出
る
買
魯
河
の
コ
l
ス
は
、
常

に
支
流
と
し
て
存
綴
し
、
概
し
て
水
量
に
乏
し
く
淡
塞
し
易
く
、
潜
運
は
陪
段
々

阻
害
さ
れ
る
欣
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

弘
治
年
閲
に
入
り
前
後
二
回
に
わ
た

る
河
工
の
結
果
、
買
魯
河
は
再
び
正
流
と
し
て
の
役
割
を
回
復
し
、
以
後
清
代

威
堕
五
年
ま
で
南
流
が
蝿
拠
出
相
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
劃
期
的
な
契
機
と
な

っ
た
劉
大
夏
の
河
工
の
、
明
代
河
工
史
上
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の

後
も
短
期
的
に
は
黄
河
の
遷
徒
は
菟
れ
な
か
っ
た
。

正
徳
以
後
の
百
年
聞
に
お

い
て
河
道
は
、
概
ね
買
魯
河
の
一
線
よ
り
も
北
徒
し
、
時
に
は
ま
た
南
役
し

た
。
そ
の
氾
濫
に
よ
る
被
害
は
康
く
沿
河
の
諸
州
豚
に
及
び
、
同
時
に
徐
州
よ

り
北
、
魚
牽
豚
に
至
る
遠
道
な
ら
び
に
徐
州
よ
り
南
、
郊
州
に
至
る
運
道
が
淡

塞
あ
る
い
は
酒
渇
に
見
舞
わ
れ
た
。
嘉
靖
の
夏
銀
河
、
高
暦
の
伽
河
の
関
撃

は
、
こ
の
危
険
を
避
け
よ
り
安
全
な
運
道
を
、
そ
の
東
方
に
求
め
る
た
め
の
河

工
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
二
章
は
第

一
章
で
湖
河
の
開
撃
が
、
徐
州
洪
、
呂
梁
洪
の
天
険
と
茶
城
の

淡
塞
を
避
け
、
他
に
安
全
な
運
道
を
確
保
す
る
た
め
と
す
る
ま
旨
を
受
け
、

徐
・
呂
二
洪
の
天
険
に
つ
い
て
註
緯
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

洪
と
は

「
は
や

せ
」
、
「
急
治
」
の
意
で
あ
り
、
二
洪
は
大
運
河
の
全
行
程
中
最
険
地
と
し
て

知
ら
れ
て
い
た
の
で
、
漕
船
の
安
全
管
理
上
、
官
暑
と
人
員
が
配
置
さ
れ
る
と

と
も
に
、
漕
船
を
牽
挽
す
る
「
洪
夫
」
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
管
理

的
針
懸
の
一
方
、
技
術
的
封
態
H
修
治
に
よ
る
朕
況
改
善
も
行
わ
れ
た
と
し

て
、
そ
の
歴
史
的
経
過
を
辿
っ
て
い
る
。
徐
呂

二
洪
に
関
す
る
最
初
の
要
工

は
、
卒
江
伯
際
環
に
よ
る
開
撃
と
建
問
で
あ
る
が
、
そ
の
後
も
適
宜
修
整
と
堤

路
・
間
婿
の
増
改
築
が
繰
り
か
え
さ
れ
た
。
さ
ら
に
明
代
後
期
、
特
に
二
洪
の
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修
治
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
は
嘉
靖
年
開
以
降
の
こ
と
と
し
、
そ
れ
ら

の
諸
工
事
に
つ
い
て
具
種
的
に
検
討
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
嘉
靖
二
十
三
年
、

工
部
主
事
の
陳
洪
範
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
呂
梁
洪
の
疏
撃
は
、
そ
の
修
撃
史
上

最
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
、
徐
階
の
「
疏
盤
呂
梁
洪
記
略
」
(
『
河
防

一
覧
』
巻
六
)
の
記
事
を
紹
介
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
諸
工
事
の
成
果
を
許
債

し
て
い
る
。

第
三
章
で
は
先
ず
『
明
史
』
本
紀
中
か
ら
「
河
決
」
の
記
載
を
抽
出
し
、
そ

の
年
月
と
場
所
を
表
示
し
、
注
目
す
べ
き
黙
と
し
て
、
明
代
前
半
で
は
ほ
と
ん

ど
河
南
省
内
、
特
に
開
封
を
中
心
と
し
て
い
た
が
、
後
半
に
お
い
て
は
山
東
省

及
び
現
在
の
江
蘇
省
内
、
特
に
徐
州
が
中
心
と
な
り
、
隆
慶
・
蔦
暦
の
交
に
な

る
と
さ
ら
に
、
下
流
の
郊
州
(
准
安
府
)
、
雀
銀
(
准
安
府
桃
源
問
麻
H
現
澗
陽

燃
)
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
分
析
に
も
と
づ
き
嘉
靖

中
期
後
、
徐
州
と
准
安
府
内
に
お
い
て
河
決
が
頻
設
す
る
に
至
っ
た
原
因
に
つ

い
て
の
、
奥
桂
芳
、
楊
一
一
魁
、
鄭
岳
、
徐
顛
卿
ら
の
諸
設
を
検
討
し
、
弘
治
・

正
徳
以
後
黄
河
の
水
が
徐
郊
を
経
て
准
安
に
下
る
と
、
含
有
す
る
土
砂
の
堆
積

に
よ
っ
て
河
床
は
年
々
増
高
し
、
後
浅
と
決
潰
の
悪
循
環
が
繰
り
返
さ
れ
る
に

至
っ
た
と
要
略
し
て
い
る
。
そ
の
噛
郎
防
針
策
に
は
中
園
の
俸
統
的
な
治
河
技
法

H
H疏
・
凌
・
築
・
塞
の
う
ち
、
特
に
疏
(
支
河
を
開
く
)
、
築
(
堤
防
を
築
く
)

に
重
黙
が
置
か
れ
、
二
つ
の
中
で
は
前
者
が
よ
り
重
視
さ
れ
た
と
い
う
。
さ
ら

に
こ
れ
ら
の
治
河
設
に
立
っ
て
、
明
代
後
牢
の
治
河
工
作
に
つ
い
て
考
察
し
、

嘉
靖
三
十
二
年
の
徐
州
の
決
潰
に
謝
す
る
曾
鈎
・
連
鎖
に
よ
る
河
工
は
「
淡
」

に
力
黙
が
置
か
れ
、
隆
慶
三
|
六
年
の
溶
季
馴
・
朱
衡
・
蔦
恭
に
よ
る
河
工
で

は
「
築
」
に
よ
り
力
黙
が
置
か
れ
、
高
暦
四
年
の
呉
桂
芳
の
草
湾
河
の
河
工

は
、
「
疏
」
に
最
も
力
黙
が
置
か
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。

第
四
重
は
茶
城
(
徐
州
の
北
三
十
里
)
に
お
け
る
黄
河
の
淡
塾
を
中
心
に
、

そ
れ
を
避
け
安
全
な
運
道
確
保
の
た
め
、
附
近
の
新
河
の
開
盤
、
そ
れ
に
と
も

な
う
閉
座
の
建
置
を
検
設
し
、
さ
ら
に
漕
船
の
過
洪
入
間
の
程
限
等
に
つ
い
て

論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
明
代
前
半
で
は
黄
河
を
籍
り
て
漕
運
を
摘
開
け
る
こ
と
は

少
な
か
っ
た
が
、
後
半
の
漕
運
で
は
そ
れ
が
常
態
化
し
た
。
運
道
上
の
茶
城
は

徐
州
の
北
に
在
っ
て
湖
水
に
臨
み
、
嘉
靖
末
年
黄
河
か
北
徒
し
て
以
来
、
漕
黄

交
舎
の
衡
に
賞
り
、
毎
年
伏
秋
の
時
節
に
は
黄
水
の
倒
濯
と
そ
れ
に
と
も
な
う

淡
塾
か
急
増
し
、
漕
船
の
運
行
に
多
大
の
障
害
を
輿
え
た
の
で
あ
る
。
茶
城
附

近
の
河
防
問
題
を
、
漕
政
と
の
関
係
か
ら
論
究
し
た
も
の
と
し
て
興
味
が
深
い

が
、
今
一
歩
漕
運
制
度
へ
の
影
響
な
ど
踏
み
こ
ん
だ
考
察
が
室
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

第
二
篇
は
三
一
軍
に
分
れ
、
大
運
河
中
段
に
射
す
る
明
代
の
治
理
過
程
を
封
象

と
し
、
夏
鎮
河
、
湖
河
及
び
遇
措
開
新
河
等
の
開
撃
の
経
過
を
検
討
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
大
運
河
に
劃
す
る
黄
河
の
制
約
、
破
壊
を
海
防
す
る
た
め
の
努
力
と

封
庭
を
解
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
域
的
に
は
徐
州
准
安
聞
を
主
と
し
て
い

る
。
第
一
章
は
さ
き
の
第
一
篇
第
一
章
の
、
夏
銀
河
な
ら
び
に
湖
河
開
撃
の
原

因
究
明
を
受
け
、
嘉
靖
四
十
四
年
|
隆
慶
三
年
に
寅
施
さ
れ
た
夏
銀
河
の
開
撃

と
、
そ
の
附
帯
工
事
及
び
こ
れ
に
関
連
し
て
施
行
さ
れ
た
、
寓
暦
十
九
年
|
二

十
年
の
李
家
口
河
の
開
墾
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
黄
河
の
決
流
の

衝
入
を
契
機
と
し
て
着
手
さ
れ
た
夏
鎮
河
の
開
撃
に
要
し
た
労
働
力
は
九
世
間
一

千
徐
、
銀
四
十
寓
爾
で
あ
っ
た
。
漕
河
の
保
全
、
修
復
は
明
朝
閣
家
財
政
に
大

き
な
負
捲
と
な
っ
た
が
、
一
方
ア
ル
タ
ン
が
京
師
に
入
定
し
た
嘉
靖
二
十
九
年

前
後
以
降
、
園
家
財
政
が
急
速
に
膨
張
し
枚
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
失
わ
れ
た
嘗

時
、
漕
糧
の
輪
迭
確
保
は
園
家
の
存
亡
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
、
夏
銀

河
開
撃
の
歴
史
的
意
義
を
財
政
(
漕
運
)
的
観
黙
か
ら
評
債
し
て
い
る
。

第
二
章
は
杭
州
か
ら
北
京
に
至
る
全
長
三
千
七
百
里
の
大
運
河
の
う
ち
、
資
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河
の
流
路
を
そ
の
ま
ま
漕
還
に
利
用
す
る
、
全
長
五
百
数
十
里
の
「
河
漕
」
は

特
に
河
工
上
問
題
の
多
い
険
路
で
あ
っ
た
。
そ
の
針
感
の
た
め
に
寅
施
さ
れ
た

消
豚
の
李
家
港
よ
り
郊
州
の
直
河
に
至
る
伽
河
の
開
撃
工
事
に
つ
い
て
、
河
工

の
経
過
や
具
鰻
的
内
容
を
明
か
に
す
る
と
と
も
に
、
明
代
漕
運
史
上
の
意
義
を

考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
章
は
原
載
論
文
で
は
五
回
に
分
載
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
七
節
百
二
十
頁
徐
に
上
る
本
書
随
一
の
雄
章
と
し
て
、
湖
河
の
関
撃
を

め
ぐ
る
諸
問
題
を
徐
す
と
こ
ろ
な
く
緩
設
し
て
い
る
。
第
三
章
は
前
章
の
湖
河

が
、
郊
州
の
直
河
口
よ
り
上
流
の
黄
河
、
つ
ま
り
河
漕
の
北
半
を
避
け
た
も
の

で
あ
っ
た
の
に
封
し
、
残
さ
れ
た
直
河
口
よ
り
下
流
の
黄
河
即
ち
河
漕
の
南
牢

の
険
路
を
避
け
る
た
め
の
河
工
を
扱
っ
て
い
る
。
具
値
的
に
は
天
暦
年
関
、
朱

図
盛
、
李
従
心
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
通
済
新
河
の
開
撃
と
、
凶
宗
禎
年
開
朱
光
一
昨

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
順
済
河
の
開
撃
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
筋
は
四
章
に
分
れ
黄
河
と
准
河
と
の
治
理
関
係
を
、
特
に
清
口
地
妓
の

治
理
を
中
心
に
そ
の
歴
史
過
程
を
詳
細
に
分
析
す
る
と
同
時
に
、
明
代
後
牢
の

治
河
史
上
、
二
つ
の
治
河
論
を
代
表
す
る
典
型
的
人
物
た
る
溶
季
馴
と
、
楊
一

魁
の
所
設
と
そ
の
質
脇
工
作
を
検
討
し
て
い
る
。
明
代
後
牢
の
治
河
の
関
鍵
を

な
す
黄
・
准
・
運
交
曾
黙
の
溝
口
地
匿
の
治
水
管
理
問
題
を
解
明
し
た
も
の
で

あ
る
。通

預
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
著
者
は
明
末
の
河
工
が
漕
濯
の
確
保
、
つ
ま
り

運
道
の
保
全
に
第
一
義
的
な
目
的
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
明
代
の
漕
運
に

お
い
て
准
安
は
抽
出
逮
捕
総
督
、
漕
運
緑
丘
ハ
官
等
が
駐
在
す
る
運
営
管
理
上
の
嬢
黙

で
あ
る
と
と
も
に
、
一
商
一
口
間
流
通
の
要
衝
と
し
て
交
通

・
経
済
爾
面
の
重
要
都
市

で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
准
安
の
設
展
の
前
提
と
な
っ
た
の
が
、
永
祭
十
三
年
陳
還

に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
清
江
浦
の
開
撃
で
あ
る
。
第
一
章
は
こ
の
清
江
浦
開
墾
工

事
の
経
過
、
な
ら
び
に
こ
れ
に
附
随
す
る
船
廠
・
閥
権
の
設
置
に
つ
い
て
述
べ

た
も
の
で
あ
る
。
清
江
浦
は
准
安
府
城
の
西
か
ら
准
河
沿
岸
の
鴨
陳
口
に
至
る

河
渠
で
、
こ
れ
に
管
家
湖
の
湖
水
を
導
入
す
る
と
同
時
に
西
湖
に
縁
っ
て
築
堤

し
て
引
舟
の
便
を
計
り
、
さ
ら
に
四
閉
を
設
け
て
開
閉
を
管
理
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
清
江
浦
の
撃
遁
に
よ
っ
て
准
安
か
ら
の
運
糧
が
容
易
に
准
水
に
入
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
明
-
初
の
海
陸
粂
運
の
漕
運
か
、
海
運
か
ら
河
運
へ
の
縛
換

の
契
機
と
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
清
江
浦
に
は
漕
運
管
理
上
の
重
要
性
に
か
ん

が
み
、
船
廠
(
造
船
所
)
、
関
権
(
牧
税
所
)
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の

経
緯
と
質
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
二
草
は
著
名
な
治
水
書
『
河
防
一
覚
』
の
著
者
潜
季
馴
の
河
工
の
貧
績

と
、
彼
の
治
河
論
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
中
園
の
最
も
優
れ
た
治
水
家
の
一

人
と
し
て
、
嘉
靖
四
十
四
年
か
ら
高
暦
十
九
年
ま
で
の
二
十
七
年
聞
の
活
躍
の

多
く
は
、
黄
河
の
決
潰
、
氾
濫
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
寓
暦
六
、
七
年

に
貧
施
さ
れ
た
准
安
近
傍
に
お
け
る
貧
准
雨
河
と
大
運
河
と
の
調
整
諸
工
事
の

賀
態
に
つ
い
て
検
討
し
、
彼
の
河
工
が
「
東
水
攻
沙
」
と
言
わ
れ
る
濁
自
の
見

解
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
潜
季
馴
の
治

河
法
に
つ
い
て
は
批
剣
も
少
く
な
い
と
し
、
出
品
「
仲
勉
の
『
黄
河
襲
遁
史
』
や
、

張
含
英
の
『
治
河
論
叢
』
の
所
設
を
紹
介
し
、
「
要
す
る
に
潜
季
馴
の
逼
准
敵

黄
は
、
理
論
と
寅
践
と
が
密
接
に
連
合
せ
ず
、
そ
の
認
識
は
ま
だ
異
質
の
も
の

に
は
な
っ
て
い
な
い
」
(
三
九
三
頁
)
と
し
て
い
る
。
た
だ
最
近
の
中
園
に
お

け
る
著
し
い
水
利
史
研
究
の
設
展
に
と
も
な
い
、
黄
河
水
利
、
治
水
に
つ
い
て

も
、
水
利
部
黄
河
水
利
委
員
曾
《
黄
河
水
利
史
述
要
》
編
篤
組
『
黄
河
水
利
史

述
要
』
、
張
合
英
『
歴
代
治
河
方
略
探
討
』
、
同
『
明
清
治
河
概
論
』
等
が
あ

り
、
溶
季
馴
の
「
東
水
攻
沙
」
を
め
ぐ
る
検
討
と
評
償
、
分
流
論
と
合
流
論
の

得
失
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
も
含
め
て
総
括
的
な
著
者
の
見

解
を
開
陳
し
て
ほ
し
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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第
三
章
は
第
二
章
で
論
じ
ら
れ
た
潜
季
馴
の
河
工
後
、
同
じ
く
黄
・
准
合
流

地
貼
の
清
口
を
中
心
に
行
わ
れ
た
蔦
麿
二
十
三
、
四
年
の
楊
一
魁
の
河
工
に
つ

い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
溶
季
馴
の
そ
れ
が
俸
統
的
な
治
河
技
術
の
う

ち
、
「
築
」
に
重
黙
を
置
い
た
「
東
水
攻
沙
」
に
特
色
が
あ
っ
た
の
に
到
し
、

楊
一
魁
の
場
合
は
「
疏
」
に
重
黙
を
置
く
「
分
責
導
准
」
、
つ
ま
り
黄
河
の
水

を
分
つ
こ
と
に
よ
っ
て
准
水
を
導
く
こ
と
に
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
第
四
章
は

前
章
が
封
象
と
し
た
治
河
家
、
工
部
向
書
楊
一
魁
の
人
物
と
そ
の
事
跡
を
、
園

立
中
央
聞
書
館
編

『明
人
傍
記
資
料
索
引
』
牧
載
の
五
種
の
資
料
を
、
年
代
順

に
誇
注
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
概
観
し
た
も
の
で
あ
る
。

最
後
の
結
論
は
、
以
上
に
紹
介
し
て
き
た
三
篇
十
一
章
に
わ
た
る
、
各
章
の

内
容
の
要
黙
を
丹
念
に
ま
と
め
て
い
る
。
明
代
河
道
水
系
の
自
然
地
理
的
な
特

徴
か
ら
、
水
患
及
び
河
道
獲
濯
、
大
運
河
の
努
遜
等
と
治
水
管
理
、
賞
准
合
流

地
区
の
閥
鍵
た
る
官
同
家
堰
や
導
准
施
設
に
至
る
ま
で
を
、
通
翻
的
、
総
合
的
に

整
述
し
、
明
代
治
河
の
主
要
な
特
徴
と
河
工
の
基
本
的
任
務
を
明
確
に
し
て
い

る。
な
お
巻
末
の
附
篇
「
新
輔
治
河
始
末
」
は
、
侯
仁
之
「
新
輔
治
河
始
末
」

(
燕
京
大
祭
『
史
民
平
年
報
』
第
二
巻
第
三
期
、
民
園
二
十
五
年
)
を
邦
誇
附
載

し
、
明
末
に
お
け
る
江
准
の
治
水
問
題
が
、
清
初
に
ど
の
よ
う
に
縫
承
さ
れ
た

か
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
近
世
中
園
の
代
表
的
な
治
水
家
と
し
て
、

潜
季
馴
と
並
び
四
附
さ
れ
る
清
の
新
輔
に
は
、
『
河
防
一
覧
』
と
と
も
に
河
工
の

賀
典
と
さ
れ
る
『
治
河
方
略
』
が
あ
る
。
新
輔
は
濁
季
馴
の
「
東
水
攻
沙
」
を

も
っ
て
信
僚
と
し
、
そ
の
「
賞
准
交
陸
」
の
河
工
H
阜
河

・
中
河
の
開
墾
は
、

徐
州
|
准
安
関
の
漕
運
を
し
て
、
始
め
て
完
全
に
黄
河
を
使
用
す
る
こ
と
な
く

可
能
に
し
た
と
い
う
意
味
で
、
著
者
は
新
輔
の
河
工
を
、
明
代
後
牟
の
河
工
の

延
長
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
各
篇
・

-章
を
追
っ
て
個
別
的
な
要
旨
を
簡
単
に
紹
介
し
て
き
た
が
、
次

に
全
鐙
と
し
て
の
感
想
を
述
べ
て
み
た
い
。
先
ず
本
書
を
一
貫
す
る
方
法
論
と

そ
の
特
色
に
つ
い
て
言
え
ば
、
明
代
の
治
河
問
題
を
黄
河
の
治
水
管
理
を
中
心

と
し
な
が
ら
、
准
河
、
運
河
と
そ
の
交
曾
地
熱
の
治
理
の
歴
史
的
研
究
と
、
そ

の
全
面
的
総
括
を
通
じ
、
中
園
水
利
史
研
究
に
官
頭
で
も
述
べ
た
「
河
工
史
」

と
い
う
新
領
域
を
開
拓
し
た
貴
重
な
業
績
と
い
う
に
蜜
き
る
。
明
代
治
河
に
関

す
る
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
基
本
史
料
を
博
引
芳
誼
し
、
そ
の
牧
集
設
掘
の
数
多
な

こ
と
は
驚
嘆
に
値
す
る
。
本
書
中
に
見
ら
れ
る
出
典
を
明
記
し
た
引
用
史
料
は

七
五

O
種
に
も
お
よ
び
、
明
代
後
期
の
あ
ら
ゆ
る
治
河
施
設
、
治
河
人
物
、
治

河
論
等
に
つ
い
て
、
箪
富
な
註
記
を
も
含
め
て
港
大
な
第
一
次
史
料
を
利
用
し

た
、
極
め
て
史
料
的
債
値
の
高
い
貧
設
史
皐
と
し
て
の
典
型
と
員
髄
を
示
す
も

の
と
い
え
よ
う
。

例
え
ば
徐
州
洪
と
目
梁
洪
に
関
す
る
検
討
に
つ
い
て
見
る
と
、
徐
目
二
洪
の

歴
史
と
明
代
の
修
盤
施
設
を
解
明
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
文
献
は
、
い

ず
れ
も
明
代
及
び
明
代
以
前
の
第
一
次
史
料
で
あ
る
。
高
暦

『徐
州
士
官
、
『
河

防
一
覧
』
、
『
明
貫
録
』
、
『
西
国
関
見
録
』
、
『
明
経
世
文
編
』
、
『
皇
明
世
法

録
』
、
『
水
経
注
』
、
『
耳
白
書
』
、
『
宋
史
』
、
『
元
史
』
、
『
績
資
治
通
鑑
長
編
』

等
と
非
常
に
多
彩
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
中
に
は
第
一
次
的
な
施
工
記
、
士
山
、

叙
が
含
ま
れ
て
お
り
、
明
李
東
陽
の
「
呂
梁
洪
修
築
堤
繍
記
」、
唐
龍
の
「
呂

梁
草
山
序
」
、

「重
修
報
功
洞
記
」
等
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
た
第
二
篇
第
二
章
の
「
湖
河
の
開
撃
」
に
お
い
て
は
、
開
盤
の
全
過
程
で

の
各
段
階
の
代
表
的
人
物
と
、
そ
の
建
議
及
び
寅
践
を
列
翠
す
る
だ
け
で
な

く
、
湖
河
に
関
す
る
各
種
の
第
一
次
史
料
を
詳
細
に
採
録
し
て
い
る
。
一
般
的
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な
史
料
の
み
な
ら
ず
、
明
子
慣
行
「
新
開
韓
荘
渠
記
」
等
の
施
設
の
専
記
も
見

ら
れ
る
。
本
一章
は
本
書
の
な
か
で
も
と
り
わ
け
塑
富
な
文
献
と
精
微
な
賃
設
に

よ
っ
て
、
湖
河
関
撃
の
歴
史
的
背
景
、

経
過
、
役
割
等
に
つ

い
て
の
極
め
て
具

般
的
か
つ
詳
細
な
理
解
を
輿
え
て
く
れ
る
。

次
に
本
書
の
製
間
的
成
果
と
し
て
、
多
く
の
研
究
史
上
の
創
見
と
深
化
が
穆

げ
ら
れ
る
。
従
来
の
明
代
治
河
史
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
は
、
徐
准
地
区
の
黄

河
河
道
と
、
堤
防
施
設
の
第
濯
、
治
水
管
理
に
関
す
る
も
の
は
比
較
的
多
い
。

特
に
清
口
地
区
の
高
家
堰
大
堤
や
隆
道
口
の
幾
化
に
論
及
し
た
も
の
は
塑
富
に

あ
る
。
し
か
し
、
河
潜
(
徐
州
|
准
安
)
の
徐
州
洪
と
呂
梁
洪
、
茶
城
附
近
の

馬
家
橋
子
房
山
新
河
と
梁
境
問
、
塔
山
支
河
、
羊
山
新
河
、
銀
ロ
閑
河
、
清
口

地
区
の
五
問
、
五
域
の
移
建
と
修
築
、
賀
補
、
八
浅
の
欄
河
端
と
賛
謄
湖
堤
等

等
の
重
要
施
設
に
つ
い
て
の
研
究
は
乏
し
く
、
本
書
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
解
明

さ
れ
た
黙
が
少
く
な
い
。
治
河
人
物
と
治
河
論
に

つ
い
て
も
、
通
常
瀦
季
馴
、

首問
恭
、
朱
衡
、
或
い
は
傷
一
一
魁
ま
で
は
、
そ
の
名

は
知
ら
れ
て
い
る
と
し
て

も
、
そ
れ
ら
の
治
河
論
の
内
容
や
生
涯
に
つ
い
て
は
十
分
な
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
本
書
で
は
錫
一
魁
の
「
分
黄
導
准
」
の
主
張

に
詳
細
な
検
討
と
論
評
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
生
涯
の
略
俸
に
つ
い
て
専
一章

を
設
け
て
紹
介
し
て
い
る
。
さ
ら
に
今
迄
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

河
工
史
上
一
定
の
貢
献
の
あ
っ
た
明
代
後
期
の
人
物
と
、
そ
の
業
績
に
つ
い
て

も
専
節
を
設
け
て
検
討
、
紹
介
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
曾
鈎
・
連
鎖
の
河
工
」
、

「
奥
桂
芳
の
河
工
」
、
「
感
賂
期
の
未
完
成
の
新
渠
」
、
「
翁
大
立
の
建
議
」、

「
縛
希
掌
の
建
議
」
、
「
掘
削
熔
龍
の
河
工
」
、
「
劉
東
星
の
河
工
」、「
李
化
龍

・

暫
時
鴨
の
河
工
」
等
は
い
ず
れ
も
著
者
の
努
力
に
負
う
と

こ
ろ
が
多
大
で
あ

り
、
明
代
治
河
の
全
貌
解
明
に
資
す
る
貴
重
な
成
果
と
い
え
る
。
強
い
て
い
え

ば
、
こ
う
し
た
明
代
後
期
の
治
河
方
式
の
形
成
と
、
治
河
事
業
の
困
難
性
に
つ

い
て
の
よ
り
深
い
認
識
を
得
る
た
め
に
は
、
一
態
の
言
及
は
あ
る
も
の
の
、
明

代
前
期
の
徐
有
貞
、
劉
大
夏
、
白
昂
等
の
河
工
に
つ
い
て
さ
ら
に
具
鐙
的
な
論

述
が
ほ
し
か
っ
た
。
何
故
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
明
代
前
期
の
河
臣
ら
の

「
分
流
」

へ
の
努
力
が
、
い
ず
れ
も
失
敗
に
終
っ
た
と
い
う
結
果
の
な
か
か
ら
、
後
期
の

「東
水
攻
沙
」
の
方
策
が
生
ま
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
劉
大
夏
が
黄
河
北
岸
に
大

堤
防
を
築
き
始
め
て
よ
り
、

黄
河
が
張
秋
(
安
卒
)
を
北
犯
す
る
道
を
完
全
に

遮
断
し
、
以
後
南
面
す
る
准
水
へ
の
分
流
が
、
渦
水、

頴
水
各
支
流
の
氾
濫
改

道
と
、
相
つ
ぐ
後
塞
を
も
た
ら
し
、
途
に
黄
河
を
徐
州
か
ら
郊
州
の
一
線
に
束

ね
る
挑
戦
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
中
園
の
治
河
史
研
究
に
お
い
て
明
代
の
治
河
研
究
は
、
そ
の
キ

l

・
ポ
イ
ン
ト
に
蛍
る
と
い
え
る
。
明
代
は
中
園
の
治
河
思
想
と
方
略
に
根
本

的
な
鱒
換
が
渡
生
し
た
時
期
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
根
本
的
梼

換
は
二
つ
の
面
に
陸
現
さ
れ
て
い
る
。
一
つ

は
治
河
目
的
の
鞠
換
で
、
明
代
以

前
に
お
い
て
は
防
洪
が
歴
代
治
河
の
主
要
目
的
で
あ
っ
た
が
、
明
代
弘
治
八
年

(
一
四
九
五
)
以
後
は
潜
運
を
確
保
す
る
た
め
の
疏
通
が
治
河
の
主
要
目
的
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
今
一
つ
は
治
河
方
略
の
縛
換
で
あ
る
。

明
代
前
期
は
「
分

流
殺
勢
」
を
主
と
し
て
い
た
が
、
後
期
は

「東
水
攻
沙
」
を
主
と
す
る
こ
と
に

鱒
換
し
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
治
河
方
針
と
河
工
理
論
の
進
展
は
、
従
来
は
洪

水
の
被
害
の
み
を
重
視
し
て
い
た
の
に
射
し
、
明
代
後
期
に
は
洪
水
の
み
な
ら

ず
泥
沙
の
被
害
を
も
重
視
し
、
治
水
と
治
沙
を
不
可
飲
と
す
る
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。
「
束
水
攻
沙
」
の
寅
施
は
大
規
模
な
堤
防
建
設
を
促
す
と
同
時
に
、
黄

河
主
槽
の
相
針
的
安
定
を
質
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
南
北
の

大
運
河
と
東
西
の
資
河
が
、
茶
城
、
清
口
で
の
交
曾
問
題
を
裂
生
せ
し
め
た
の

で
あ
る
。
即
ち
黄
河
が
湘
川
を
奪
い
、
准
水
を
も
奪
っ
て
海
に
注
入
す
る
こ
と

に
な
り
、
大
運
河
に
黄
河
の
干
渉
、
制
約
の
排
除
と
い
う
深
刻
な
問
題
を
提
起
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す
る
と
と
も
に
、
准
河
と
洪
津
湖
の
治
水
管
理
が
一
一
層
困
難
と
な
っ
た
。
そ
こ

で
本
書
の
主
題
で
あ
る
明
代
後
期
か
ら
清
代
に
わ
た
る
永
績
的
な
河
工
が
不
可

避
的
に
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
複
雑
な
明
代
河
工
問
題
の
歴
史
的
脈

絡
と
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
遁
確
な
理
解
を
我
々
に
奥
え
て
く
れ
る
黙
は
本
書

最
大
の
研
究
史
上
の
意
義
で
あ
ろ
う
。

さ
て
周
知
の
よ
う
に
中
園
祉
舎
の
理
解
に
封
し
、
水
利
事
業
の
研
究
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
。
黄
河
や
大
運
河
に
代
表
さ
れ
る
治
水
、
漕
運
を
は
じ
め
、
地

域
的
な
農
業
水
利
、
濯
減
は
勿
論
、
近
年
に
お
い
て
は
各
都
市
水
利
の
分
野
に

も
研
究
が
抜
大
し
つ
つ
あ
る
。
水
利

・
治
水
事
業
は
そ
れ
自
盤
、
濁
自
に
寅
施

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
的
な
自
然
濠
境
や
祉
曾
構
造
を
背
景
と
し
て
い

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
中
園
の
治
水
・
水
利
史
の
個
別
研

究
を
遁
じ
て
、
各
時
代
の
政
治
、

経
済
、
社
舎
等
と
の
関
連
を
追
求
し
、
中
園

社
曾
の
歴
史
的
特
質
を
解
明
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
今
日
の
水
利

史
研
究
は
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
中
園
祉
禽
経
済
史
研
究
の
不
可
飲
な

一
環
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
明
代
の
園
家
的
な
治
賞
、
漕
運
問
題
に

制到し、

「河
工
」
事
業
を
遁
じ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

明
代
史
の
本
質
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
意
園
が
究
極

的
に
逮
せ
ら
れ
た
か
と
な
る
と
、
残
念
な
が
ら
問
題
の
重
要
性
や
関
連
性
が
指

摘
さ
れ
、
そ
の
所
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
に
止
り
、
具
値
的
な
解
明
は
今
後
に

残
さ
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
文
字
通
り
の
「
河
工
史
」
に
関
す
る

限
り
、
著
者
の
目
的
は
或
い
は
十
分
に
遼
せ
ら
れ
た
と
言
う
べ
き
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
豊
富
な
河
工
史
の
賞
詮
的
成
果
に
も
拘
ら
ず
、
明
代

(
後
期
)
史
そ
の
も
の
に
如
何
な
る
影
響
を
輿
え
、
こ
れ
を
如
何
に
規
定
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
黙
に
つ
い
て
は
な
お
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

因
み
に

一
九
八
五
年
度
の
中
園
水
利
史
研
究
舎
大
舎
で
行
っ
た

「黄
河
水
利

史
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
お
い
て
、
議
論
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら

と
の
関
連
で
二
、
三
の
具
種
的
な
課
題
を
次
に
血
ぞ
け
る
こ
と
に
し
た
い
。
①
著

者
の
明
ら
か
に
さ
れ
た
多
く
の
河
工
が
、
ど
の
よ
う
な
治
水
機
構
(
河
工
種
制
)

に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
治
水
機
構
が
明
代
後
期
の
園
家
構
造

ゃ
、
地
域
の
佐
倉
構
造
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
、
い
か
な
る
位
置
づ
け
に
あ
っ

た
の
か
。
ま
た

一
定
の
治
水
機
構
の
下
で
の
河
工
が
、
ど
の
よ
う
な
努
働
力
に

よ
っ
て
編
成
さ
れ
、
荷
捲
さ
れ
て
い
た
か
も
重
要
な
問
題
で
あ
ろ
う
。
②
次
の

課
題
は
河
工
財
政
と
園
家
あ
る
い
は
地
方
財
政
と
の
関
連
で
あ
る
。
著
者
も

「
年
々
繰
り
返
さ
れ
る
そ
の
修
復
に
は
、
莫
大
な
園
家
財
政
の
負
揺
を
必
要
と

し
た
」
(
一
四
四
頁
)
こ
と
に
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
問
題
は
ま
さ
に
そ
の
先

に
あ
ろ
う
。
た
ま
た
ま
こ
こ
の
(
臼
)
の
註
記
が
脱
落
し
て
い
る
の
が
惜
し
ま
れ

る
。
③
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
河
工
事
業
が
行
わ
れ
た
黄
河
、
准
水
、
大
運
河
流
域

の
農
村
褒
落
、
都
市
に
お
け
る
防
災
、
賑
仰
の
強
制
や
、
氾
濫
災
害
に
よ
る
周

遜
農
耕
地
の
開
設
第
化
、
人
口
の
幾
動
、
或
い
は
逆
に
そ
れ
ら
の
氾
濫
災
害
へ

の
影
響
等
、
地
減
の
祉
曾
経
済
的
諸
問
題
も
、
治
責
事
業
と
不
可
分
な
問
題
で

あ
ろ
う
。

な
お
本
書
の
課
題
で
あ
る
治
河
(
河
川
)
工
率
的
技
術
乃
至
歴
史
地
理
準
的

研
究
は
、
中
園
の
水
利
研
究
活
動
の
最
も
本
領
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、

一
九
八

0
年
代
に
数
多
く
の
成
果
が
夜
表
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
嘗
然
こ
れ
ら

の
内
容
を
承
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
が
、
本
書
と
の
関
聯
等
に
つ
い
て
コ

メ
ン
ト
が
聞
け
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。
ま
た
著
者
は
本
書
の
な
か
に
各
種
の

水
利
書
や
地
士
山
附
裁
の
河
川
園
や
運
道
園
等
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
河
道
第

更
や
河
工
位
置
等
の
理
解
を
、
よ
り
具
盤
的
、
芦
得
的
た
ら
し
め
る
た
め
に
、

こ
れ
ら
で
は
今
一
つ
明
快
で
な
い
の
で
必
要
に
態
じ
て
適
宜
概
念
闘
を
作
成
し

て
ほ
し
か
っ
た
。
あ
え
て
若
干
の
整
局
の
言
を
列
ね
て
き
た
が
、
-
本
警
が
黄
河
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水
利
史
の
設
展
に
寄
興
す
る
と
こ
ろ
多
大
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
、
日
中
の
水
利

史
研
究
の
交
流
と
、
そ
の
総
合
的
成
果
に
向
け
て
劃
期
的
意
義
を
有
す
る
も
の

と
し
て
、
心
か
ら
そ
の
上
梓
を
慶
び
た
い
。

す
で
に
紙
数
も
謹
き
て
い
る
が
、
最
後
に
本
書
の
刊
行
後
、
同
じ
く
著
者
に

よ
る
編
書
と
し
て
、
一
九
九
二
年
三
月
に
愛
知
大
準
よ
り
『
東
亜
同
文
書
院
大

運
河
調
査
報
告
書
』
(
設
費
、
汲
古
書
院
)
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て

お
き
た
い
。
同
書
は
編
者
の
勤
務
先
で
あ
る
愛
知
大
皐
所
臓
の
「
東
亜
同
文
書

院
支
那
調
査
報
告
書
」
(
大
正
五
年
度
昭
和
十
年
度
、
手
書
き
稿
本
四
二

O

加
)
と
い
う
中
図
研
究
資
料
の
な
か
か
ら
、
大
運
河
に
関
連
す
る
記
事
を
牧
録

し
、
こ
れ
を
一
書
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
明
代
河
工
史
研
究
』
に
よ

っ
て
明
ら
か
な
著
者
の
明
代
の
大
運
河
へ
の
関
心
が
、
民
園
時
代
へ
と
延
長
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
書
の
姉
妹
篤
と
も
言
う
べ
き
内
容
で
あ
る
と
と
も
に
、

飽
く
な
き
著
者
の
中
園
研
究
へ
の
意
欲
と
、
研
究
課
題
の
開
拓
、
追
求
の
姿
勢

を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

同
じ
水
利
史
研
究
を
志
す
後
輩
と
し
て
、
十
分
遁
切
な
評
介
を
行
い
得
ず
、

非
躍
に
わ
た
っ
た
こ
と
を
著
者
な
ら
び
に
護
者
に
お
詫
び
す
る
と
同
時
に
、
著

者
の
今
後
盆
々
の
御
活
路
と
斯
拳
へ
の
誘
抜
を
お
願
い
し
て
捌
筆
す
る
。

註(

1

)

今
日
の
中
園
の
研
究
朕
況
に
つ
い
て
は
、
中
園
水
利
息
十
舎
水
利
史
研

究
曾
「
中
園
に
お
け
る
近
年
来
の
水
利
史
研
究
」
(
『中
園
水
利
史
研

究
』
第
十
九
鋭
、
一
九
八
九
)
参
照
。

(

2

)

藤
田
勝
久
「
中
園
に
お
け
る
最
近
の
水
利
史
研
究
」
(
『
中
関
水
利
史

研
究
』
第
十
三
説
、
一
九
八
三
)
。

(

3

)

同
右
。

(

4

)

『
中
園
水
利
史
研
究
』
第
十
六
貌
(
一
九
八
六
)
、
「
黄
河
水
利
史
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
特
集
。

ハ
5
)
拙
稿
「
黄
河
水
利
史
研
究
の
成
果
と
課
題
」
(
同
右
)
。

ハ
6
)

「
総
合
討
論
」
(
註
(
4
〉
に
同
じ
)
。

(

7

)

張
含
英
『
歴
代
治
河
方
略
探
討
』
(
水
利
出
版
社
、
一
九
八
二
)
、
水

利
部
黄
河
水
利
委
員
曾
《
黄
河
水
利
史
述
要
》
編
篤
組
『
黄
河
水
利
史

述
要
』
(
水
利
出
版
社
、
一
九
八
二
)
、
「
黄
河
流
域
水
利
史
皐
術
討
論

曾
」
(
『
中
園
水
利
』
一
九
八
四
一
)
、
張
合
英
『
明
清
治
河
概
論
』

(
水
利
電
力
出
版
社
、
一
九
八
六
)
、
水
利
水
電
科
事
研
究
院
《
中
園

水
利
史
稿
》
編
篤
組
『
中
園
水
利
史
稿
』
下
加
(
水
利
電
力
出
版
社
、

一
九
八
九
)
等
参
照
。
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